
 

松原市重度障害者等住宅改造助成要綱 

 

（目的） 

第１条 この要綱は、重度障害者等が住み慣れた地域で、自立し、安心して生活ができる

よう、日常生活の基礎となる住宅の改造に係る経費を助成することにより住宅の改造を

促進し、生活の利便性を図るため、松原市補助金交付規則（昭和５０年規則第６号）に

定めるもののほか、助成手続に関して必要な事項を定めることを目的とする。 

 

 （対象） 

第２条 助成金の交付対象となる者、住宅及び経費は、次のとおりとする。 

（
右
欄
に
掲
げ
る
世
帯
属
す
る
者
） 

対 

象 

者 

 

重 度 

 

身体障害者 

障害の程度が１級若しくは２級の身体障害者（児）又は体幹・下

肢機能障害を有する３級の身体障害者（児）であって、身体の状

況等により住宅改造が必要であると認められるもの 

重 度 

 

知的障害者 

判定機関（次に掲げるものをいう。）において知的障害の程度が重

度と判定された重度知的障害者（児）であって、心身の状況等に

より住宅改造が必要であると認められるもの 

（１） 児童福祉法（昭和２２年法律第１６４号）に基づく児童相

談所 

（２） 知的障害者福祉法（昭和３５年法律第３７号）に基づく知

的障害者更生相談所 

（３） 精神保健及び精神障害者福祉に関する法律（昭和２５年法

律第１２３号）に基づく精神保健指定医 

 

対 象 住 宅 

対象住宅は、民間の持家又は借家とする。ただし、市長が必要と

認める場合は、この限りではない。 

なお、借家については所有者の承諾を得なければならない。 

対 象 経 費 
便所、浴室、玄関、廊下、階段、台所、居室等の改造に要する経

費 第３項に規定する改修費を含む。 

２ 前項に規定する対象経費の上限額は、６００，０００円とする。 

 

３ 次に掲げる事業により、住宅改修に要する部品等の給付及び改修費の支給等を受けた 

 場合においては、その支給等額を控除する。 

（１） 介護保険法（平成９年法律第１２３号）に基づく介護予防住宅改修費又は居宅介護 

  住宅改修費の支給を受けたとき。当該支給額の算定に係る対象経費額 



 

（２） 松原市障害者・児等日常生活用具給付等事業実施要綱（平成１８年１０月１日実施） 

別表１及び別表２に規定する住宅改修費の給付を受けたとき。当該給付額 

 

 （助成金の額） 

第３条 助成金の額は、対象者が属する次の各号に該当する世帯の区分に応じ、当該各号

に掲げる額とする。 

 （１）生活保護法（昭和２５年法律第１４４号）による扶助を受けている世帯、中国残

留邦人等の円滑な帰国の促進及び永住帰国後の自立の支援に関する法律（平成６

年法律第３０号）の規定による支援給付を受けている世帯及び前年分（１月から

３月までの申請については前々年分）の所得税が非課税の世帯 助成対象経費全

額。ただし、６００，０００円を限度とする。 

 （２）生計中心者（世帯の中で最も収入のある者をいう。以下同じ。）の前年分（１月か

ら３月までの申請については前々年分）の所得税が４０，０００円以下の世帯 助

成対象経費又は６００，０００円のいずれか低い額に３分の２を乗じて得た額 

 （３）生計中心者の前年分（１月から３月までの申請については前々年分）の所得税が

４０，００１円以上７０，０００円以下の世帯 助成対象経費又は６００，００

０円のいずれか低い額に２分の１を乗じて得た額 

２ 前項の規定により、助成金の額を算定する場合において、円未満の端数があるときは、

これを切り捨てるものとする。 

 

 （助成申請） 

第４条 この要綱による助成を受けようとする者（第２条に規定する対象者及び当該対象

者と同一の世帯に属する者に限る。）は、市長に対し松原市重度障害者等住宅改造助成申

請書（様式第１号）を提出しなければならない。 

 ２ 前項の申請書には、次の各号に掲げる書類を添付しなければならない。この場合に 

 おいて、助成を受けようとする者は、第２号及び第３号の書類に対して符合するように 

 付番するものとする。 

 （１）工事費見積書の写し 

 （２）工事箇所の図面（平面図又は立面図） 

 （３）改造前の工事箇所の写真 

 （４）対象者と同一の世帯に属する生計中心者の前年分（１月から３月までの申請につ

いては前々年分）の所得税の額を証する書類 

 （５）借家の場合においては、所有者の住宅改造に係る承諾書 

  

 

 （助成決定） 



 

第５条 市長は、前条の申請書を受理し、審査の上、助成を行うことと決定したときは、

松原市重度障害者等住宅改造助成決定通知書（様式第２号）により申請者に通知する。 

 ２ 助成は、対象者１人につき１回限りとする。ただし、市長が特に必要と認める場合

は、この限りではない。 

 

 （工事の着手等） 

第６条 前条の助成決定を受けた者（以下「助成対象者」という。）は、助成決定を受けた

後に、工事の着手を行うものとする。なお、助成決定前に着手した工事については助成

を行わないものとする。 

 

 （助成金の交付申請） 

第７条 助成対象者は、工事が完了したときは、速やかに松原市重度障害者等住宅改造助

成交付申請書（様式第３号）に次の各号に掲げる書類を添えて、市長に提出するものと

する。この場合において、助成対象者は、第２号の書類に対して第４条第２項第２号の

図面の番号と符合するように付番するものとする。 

 （１）工事施工者が申請者に対して発行した請求書の写し 

 （２）改造後の工事箇所の写真 

 （３）その他市長が必要と認める書類 

 

 （助成金の確定） 

第８条 市長は、前条の交付申請書を受理した場合において、当該改造工事が助成決定の

内容及びこれに付した条件に適合するものであるか否かを審査し、適合すると認めたと

きは、その交付する助成金の額を確定し、交付する旨を助成対象者に松原市重度障害者

等住宅改造助成金交付決定通知書（様式第４号）により通知する。 

 

 （助成金の交付） 

第９条 助成金は、交付決定後、助成対象者に交付するものとする。ただし、工事施工者

が助成対象者から助成金の受領についての委任を受けた場合は、工事施工者に助成金を

支払うことができるものとする。 

 

 （実施の細目） 

第１０条 この要綱の定めるもののほか、本事業の実施に関して必要な事項は、市長が定

める。 

 

 附則 

（実施期日） 



 

１ この要綱は、平成１９年４月１日（以下「実施日」という。）から実施する。 

 

（松原市高齢者・重度障害者等住宅改造助成要綱の廃止） 

２ 松原市高齢者・重度障害者等住宅改造助成要綱（平成５年１０月 1日施行）は、廃 

止する。 

 

 （経過措置） 

 ３ 実施日前に松原市高齢者・重度障害者等住宅改造助成要綱の規定によりなされた申 

  請、決定その他の行為は、この要綱の相当規定によりなされた申請、決定その他の行 

  為とみなす。 

 

附 則 

 （実施期日） 

１ この要綱は、平成２０年４月１日（以下「実施日」という。）から実施する。 

 

（経過措置） 

２ 改正後の第３条第１項第２号及び第３号の規定は、実施日以後の助成申請に係る助成

決定について適用し、実施以前の助成申請に係る助成決定については、なお従前の例に

よる。 

 

附 則 

この要綱は、平成２０年５月２３日から実施する。 

 

附 則 

この要綱は、平成２０年８月２１日から実施する。 

 

 附 則 

（実施期日） 

１ この要綱は、平成２１年４月１日（以下「実施日」という。）から実施する。 

 

（経過措置） 

２ 改正後の第２条第２項並びに第３条第１項第２号及び第３号の規定は、実施日以後の

助成申請に係る助成決定について適用し、実施以前の助成申請に係る助成決定について

は、なお従前の例による。 

 

  附 則 



 

 この要綱は、平成２４年７月９日から実施する。 



 

様式第１号（第４条、第５条関係） 

松原市重度障害者等住宅改造助成申請書 

  年  月  日 

松原市長  殿 

申請者 住所：                 

氏名：                 

電話：                 

対象者との続柄：            

対 

象 

者 

住所  

氏名  電 話  

個人番号             

生年月日 年    月    日 生（   歳） 性 別 男  ・  女 

身体障害者手帳 府・県・市（       ）第             号 

有 ・ 無      年    月    日 交付  級  

障 害 名  

療 育 手 帳 大  阪  府     第              号 

有 ・ 無      年    月    日 交付  判定： 

介護保険 有・無 要支援 １ ２   要介護 １ ２ ３ ４ ５      年  月  日認定 

生計中心者氏名  対象者との続柄  

個人番号             

助成を必要 

とする状況 

 

工事内容 
 

 

工事見積額 円  住宅の種類 持 家・借 家（承諾書添付） 

意 見 欄 

 職名  

氏名 印  

承 諾 書 

 私は、助成金を算出するため、貴職員が世帯全員の受給の所得税額及び他制度による住宅改修

費の受給状況を調査することについて、承諾します。世帯全員から所得税額の状況を調査するこ 

とについて、承諾を得ています。 

住所：                     

氏名：                   印 

市審査 階  層 A  ・  B  ・  前年分所得税額〔               円〕 



 

住民登録 有 ・ 無 生計中心者氏名  

＊ 添付書類  ①工事見積書の写し ②工事箇所の図面（平面図及び立面図）③所得税の額を証する書類 

④家主の工事承諾書（借家の場合） ⑤改造前の工事箇所の写真 

様式第２号（第５条関係） 

松原市重度障害者等住宅改造助成決定通知書 

 年  月  日 

 

               殿 

 

松原市長               印  

 

年  月  日付けで申請のあった松原市重度障害者等住宅改造助成については、次のとおり助成するこ

と決定したので通知します。 

決 定 番 号  決定年月日 年   月   日  

対
象
者 

氏 名  生 年 月 日 年   月   日  

住 所  

助成対象工事等の内容 



 

注 

意 

事 

項 

１．工事完了後は、速やかに工事完了届を提出してください。 

２．助成金は、工事完了を確認後に決定し、交付します。 

３．次の各号のいずれかに該当するときは、助成金の全部又は一部を返還していただきます。 

  ① 虚偽の申請により助成金の交付を受けたとき。 

  ② 助成決定を受けた工事以外の目的に使用したとき。 

 



 

様式第３号（第７条、第８条関係） 

 

松原市重度障害者等住宅改造助成金交付申請書 

 

 年  月  日 

 

松 原 市 長 殿 

 

申請者 住所：                  

氏名：               印 

対象者氏名：               

 

 平成  年  月  日付け決定番号第      号で決定を受けた住宅改造工事が

完了しましたので、助成金の交付について申請します。 

 

記 

 

工事着工年月日 ：      年   月   日 

 

工事完了年月日 ：      年   月   日 

 

※ 添付書類  ① 工事施工者が申請者に対して発行した請求書の写し 

        ② 改造後の工事箇所の写真 



 

様式第４号（第８条関係） 

 

松原市重度障害者等住宅改造助成金交付決定通知書 

 

            

年  月  日 

 

          殿 

 

松原市長         印 

 

 

年  月  日付け決定番号第      号で決定しました松原市重度障害

者等住宅改造助成について、下記のとおり助成金額を確定し、交付することと決定したの

で通知します。 

 

 

記 

 

対 象 者 氏 名   

交付決定金額 円    

 

 


